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研究成果の概要（和文）：本研究では，早期化する英語教育への一助として，人工的な言語を共創する課題を用
いて，母語理解が未成熟な状態にある小中学校児童が言語とは何かを意識的に捉える視点，すなわちことばへの
気づきを得るための方法を開発することを目的とした．大きくはその課題中の認知プロセスとメカニズムを明ら
かにするための研究と，その課題を用いたワークショップの設計につなげるための研究および実践に取り組ん
だ．前者に関する研究成果は17件の学会発表（内，10件は予稿あり）と1件の雑誌論文にて報告し，後者は1件の
学会発表（予稿あり）にて報告した．後者の取り組みにおいて，1件の優秀論文賞を受けた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a method for elementary and junior 
high school children, whose mother tongue understanding is immature, to obtain the viewpoint 
(linguistic awareness) which consciously catches what language is, by using the experimental task to
 co-create artificial language as an aid to English education which is getting early. This paper 
mainly tackles research to clarify the recognition process and mechanism in the task, and research 
and practice to connect the design of workshop using the task. The research result on the former was
 reported in 17 conference presentations (Of which, 10 had proceeding) and one journal paper, and 
the latter was reported in one conference presentation. In the latter challenge, one excellent paper
 prize was received.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で用いる人工言語の共創課題は，記号の意味の成立段階を原初的に体験し，意思疎通が記号によって明示
化される過程を意識的に認知する機会を得ることができる．我々が計算モデルの構築とその認知実験や脳活動計
測を通じて得た知見は，その認知のプロセスの解明に貢献するものと考えられる．また，この課題を通じて得る
ことが予想されることばへの気づきは，外国語を学習するための適切な基礎を身につけることに貢献すると考え
られる．



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景 
	 グローバル化の流れをうけて，我が国では英語教育の開始時期の早期化が進められている．平
成 23年度からは小学 5,6年生で「外国語活動」（原則英語）が実施されており，さらに政府の教
育再生実行会議による提言[2]では，その実施学年の早期化と教科化が挙げられている．しかし，
英語教育の早期化には大きな懸念が示されている[3]．なぜなら，英語を体験する時期を早めて
も，日常的に日本語のみを扱う状況にある我が国では英語を母語のように獲得することはでき
ないからである[4]．むしろ必要とされるのは，母語を積極的に活用しつつ母語と外国語の対比
によってことばへの気づきを得ることで，外国語を意識的かつ能動的に学習する能力を身につ
けることだと考えられている[1, 5]． 
	 ことばへの気づきによる外国語の理解は，例えば助詞の「は」や「が」による意味の違いが，
英語では語順の違いとなって表われる事例を知ることなどによって進められる[1]．このとき学
習者は，直感的に理解できる母語での意味の違いを足掛かりにして，意味が形式に表われる際の
構造的多様性に気づくことになる．こういった言語へのメタ的な気づきによって，学習者は意識
的かつ能動的な学習が行なえるようになると考えられている[5]． 
	 この考えに基づき，中等・高等教育においてはことばへの気づきを得るための先駆的な取り組
みが行なわれ，その効果が報告されている[6, 7]．しかし，これらの取り組みでは母語によるあ
る一定程度の理解能力（主語や述語，あるいは動詞や名詞といった概念に意識的に注意を向ける
能力）が必要とされるという問題があり，初等教育への適用は難しい状況にある．母語理解が未
成熟な状態にある初等・中等教育において，より原初的に言語とは何かに気づくための方法の開
発が求められている． 
 
２．研究の目的 
	 早期化する英語教育への一助として，人工的な言語を共に創る課題を用いて，母語理解が未成
熟な状態にある小中学校児童が言語とは何かを意識的に捉える視点，すなわちことばへの気づ
き[1]（metalinguistic awareness）を得るための方法を開発する．人工言語の共創課題を用いた
体験プログラムを設計し，ことばへの気づきの程度と，言語に対する学習意欲および理解度への
効果を検証することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
	 上記の状況に対して我々は，これまでに行
なってきた人工言語の共創実験（図 1）が活用
できると考えた．この実験は実験記号論[8]に
基づき，離れた部屋にいる二人が端末を介し
て図形をやりとりしながら，相手と意図を共
有するための原初的な言語を作る過程を体験
できるように設計されている．この実験で参
加者は，端末に表示される駒を相手と同じ部
屋に移動させるという簡単な協調課題に取り
組む．この課題はメッセージを効果的に使う
ことでうまく解けるようになっており，言語
が基本的に持つ意図共有の道具という役割
を，学習者は既にある複雑な言語（母語ある
いは外国語）から離れて体験的に学習できる．
これにより実験の参加者は，言語を構成する
統語論（図形の組み合わせ方），意味論（図形
が表わす字義どおりの意味），語用論（文脈で
補われる言外の意味）のそれぞれを原初的に
体験できる（図 2）.	
	
４．研究成果	
	 本研究課題においては，ことばの気づきを得るための実験課題である人工言語の共創実験に
ついて，大きくはその認知プロセスとメカニズムを明らかにするための研究（1）と，その課題
を用いたワークショップの設計につなげるための研究および実践(2)に取り組むことができた．	
	
（1）認知プロセスとメカニズムを明らかにするための研究成果	
	 認知プロセスとメカニズムの解明では，人の記号コミュニケーション時の認知活動を推定す
るための計算モデルの構築を進め，計算機シミュレーションによる成果を 6件の国内会議[学会
発表.2,9,15-17,19]， 1 件の国際会議[学会発表.11]，そして 6 件の論文[雑誌論
文.1,3,8,9,10,12]にて発表・報告した．特に，[雑誌論文.1]は認知アーキテクチャを用いた模
倣メカニズムの効果についての研究成果であり，[雑誌論文.3]は，同じくその模倣のメカニズム
が，コミュニケーション途中での意図変更にも記号システムを対応・変化させることができるこ
とを示した研究成果である．また，これらの成果は人と計算機の間での課題の実施を可能とし，
未だ人と十分な人工言語の共創は行なえないながらも，課題の成功にはことばに明示されない
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図 1．人工言語の共創課題 

図 2．課題参加者が得る原初的な言語体験 



意味を仮説的に推定し，それに基づいて字義通りの意味を他者と取り決め，それにより仮説が確
定あるいは修正されるという循環的サイクルが必要とされることが明らかになってきた[学会発
表.6,8,	雑誌論文.6,7]．さらに，こういった実験課題中の脳活動の機能的ネットワークについ
ての研究成果を5件の国内会議[学会発表.5,7,13,14,18]，4件の国際会議[学会発表.12,10,4,1]，
そして 3 件の論文[雑誌論文.2,5,11]にて発表・報告した．これらの共同研究により得られた知
見は，課題に取り組む参加者の認知活動をメカニズム的な観点から理解することを助け，本研究
課題が目標とする「ことばへの気づき」の内実を明らかにすることに貢献するものと考えられる．	
	
（2）人工言語の共創課題を用いたワークショップの設計と実践についての成果	
	 本研究計画の準備段階として，平成 27 年 10 月に中学生を対象として人工言語の共創課題を
用いたワークショップを実施しており，そこから得られたデータおよび知見を論文にまとめ，第
6 回知識共創フォーラム（平成 28 年 3 月開催）にて報告した．そこでの議論を元に，本研究計
画の開始と共に論文の結果および考察の見直しを実施した改訂版が優秀論文賞を受賞した（平
成 28年 3月に受賞）．この論文では，萌芽的ながら中学生においても実験課題を通じてことばへ
の興味や気づきを引き出し得ることが確認された．	
	 計算モデルについての研究の進展によって人と計算機による実験課題が実施できるようにな
ったことで，多人数が参加するワークショップにおいて人どうしのペアと共に，人と計算機のペ
アを作り出すことができるようになった．このシステムを用いて，石川県立鹿西高校にて高校生
12名を対象にして「人の通信方式はどこが特殊か?人工知能実現の難しさを知ろう」というタイ
トルで模擬授業を実施した．相手が人であるか計算機であるかを推定しながら課題に取り組む
ことが，ことばについての様々な気づきをもたらすことを確認することができた．	
	 人工言語の共創課題をより複雑な記号表現を扱えるようにするための実験課題の開発として，
我々はタブレット端末を用いた石置きゲームを考案し，その最初の成果を 1 件の国内会議にて
発表・報告した[学会発表.3,	雑誌論文.4]．この成果は，ことばへの気づきの中でも文法的な要
素への気づきに発展させることができる課題の開発へとつながる成果であると考えられる．	
	 我々が開発する実験課題を実際の教育現場に適用するための調査として，三重県四日市市に
て開催された第 15 回全国小学校英語教育実践研究大会へと参加した．小学校での英語教育の実
践を実際の教室で見学すると共に，多くの実践例の中で生徒および教員がどのような困難に直
面するのかを見聞きする中で，ことばへの気づきを得ることの重要性を再確認することができ
た．	
	 上記の研究成果を得つつも，小・中学生を対象としたワークショップの実施と，それによって
引き起こされることばへの気づきを定量的に示す成果に至ることは残念ながらできなかった．
しかし，本研究助成を通じて得た資産を引き続き活用した研究と実践により，当初計画の狙いは
十分に達成できるものと考えられる．	
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